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６．議事要旨 

会議冒頭、久間議員より以下の発言があった。 

 本課題は、我が国の基幹産業のひとつである自動車産業の国際競争力を高めることを目指し

ているという点で関心が高く、昨今のグーグル・カーのように、マスコミも大きく取り上げ

ることが多くなっている。 

 昨年はＩＴＳ世界会議が東京で開催され、皆さま方を含めた関係各位のご尽力により我が国

の先進的な取り組みを世界に大いにアピールできたと認識している。ＳＩＰにより、さらに

世界を先導できるような成果が生まれてくることを期待している。 



 本課題では自動車産業だけの枠組みにとどまらず、ＩＣＴ産業との融合も不可欠。そういっ

た視点も十分考慮し、多様な分野の先端技術を結集させ、確実に成果を出すことをお願いし

たい。 

 携帯電話のように、日本だけ別の規格で、ガラパゴスになるようなことは避けたい。 

1. 本日の議論内容  

 資料２－１に基づき、本日の議論内容を渡邉ＰＤより説明 

2. 推進委員会及び各ＷＧの体制について 

3． 利益相反に対する考え方について【非公開】 

4. 各ＷＧにおける検討状況 

（１）システム実用化ＷＧ【非公開】 

  （２）国際連携ＷＧ 

 資料２－４－２－①、②に基づき、欧米の最新状況について国際連携ＷＧ・内村構成員から

説明。続いて資料２－４－２－③、④に基づき国際連携ＷＧ・天野主査よりＷＧの進め方、

国際会議の企画についての説明・提案があり、以下の通り質疑があった 

 国際会議にはＳＩＰの冠をつけることを考えたい 

 メディアは不勉強の状態で取材をすることが多く、ミスリードされることも多い。事前

にメディアの勉強会を開くことが必要だと思う 

→ＰＤと議論する場も含め考えていきたい 

→事前勉強会は重要であることは同じ認識 

 国際会議はこれから毎年続けていくということであれば、何のために開催するのか、そ

の位置づけの整理が必要であろう 

→本当のキーパーソンに来てもらうのは大変。ＳＩＰの会合に来れば他で得られない情

報が得られると言うことにテーマを絞り、会議参加の動機付けができるようにしたい 

→地図情報の扱いやアジアでは大きな問題になりうる歩行者向けのケアについてはアピ

ールできるのではないか 

  （３）次世代都市交通ＷＧ【非公開】 

5. その他 

 資料２－５－１に基づき、今後のスケジュールについて事務局から説明が、資料２－５－２

に基づきＰＤから留意点の説明と提案があった 

 最後に、久間議員から以下の発言があった 

 ３つのＷＧがどうつながって目標に向かっていくかを明確化することが必要ではないか 

 ＷＧの中で扱われる施策間の連携を明確にする必要があるのではないか 

 それぞれの取組において、目標を定量化するようにしてほしい 

  欧米に対して日本が強いところ、弱いところを制度面も含めて分析することが必要 

 標準化戦略では、欧米の意見が分かれたときにどちらにつくのか、といったことまで考

えるべき 

 

以上 


